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１． 研究課題 
ゼオライトを中心としたミクロ多孔体を材料として、資源循環に貢献する化学の開拓を目指

す。プラスチックの資源循環を目的としたケミカルリサイクルのための、ゼオライト触媒開

発およびリサイクルプロセスの開発を行った。また、CO2の回収・利活用や反応分離プロセス

の省エネルギー化に資する吸着材および分離膜の開発を行った。 

 

２． 主な研究成果 
2.1 プラスチックケミカルリサイクルのためのゼオライト触媒およびリサイクルプロセスの

開発 

 プラスチックの資源循環を目指し、プラスチック（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ

スチレン）を触媒分解し、化学品原料に転換するゼオライト触媒およびプロセスの開発を行

った。 

 石油系の炭化水素を溶媒、ゼオライトを触媒として利用することで、プラスチックを効率

的に石油化学原料へと転換可能であることを実験的に示した。また、実際の廃プラスチック

を用いた試験も行い、本技術の有用性を示した。 

 本研究の成果については、現在論文投稿中である。 

 

2.2 CO2分離回収のための金属有機構造体モノリス合成法の開発 

 気候変動対策のため、省エネルギー・低コストな CO2の分離回収技術開発が盛んに行われて

いる。我々は、金属有機構造体(Metal Organic Framework, MOF)のモノリスを簡便に合成す

る技術を開発し、CO2吸着分離に応用した。図 1に本研究で開発した MOF モノリスを示す。 

 本研究成果については、論文誌(ACS. Appl. Mater Interface)に掲載されたほか、大学

および共同研究先企業の HPより情報発信を行った。 

 

 
 図 1 新たに開発したワンポット合成手法により調製した MOF モノリス 



 

2.3 反応と分離の効率化に資するゼオライト膜および膜反応器の開発 

 ゼオライト分離膜を用いて反応系内から生成物を選択的に除去することで、反応を効率的

に進行させる膜反応器を開発した。具体的には、エステル化およびエステル交換反応から水

やアルコールを選択的に除去可能なゼオライト膜の開発および膜反応器の構築を行った。図 2

に膜反応器の概略を示す。 

 

 

図 2 反応の効率化に資する膜反応器の模式図 

 

酸性かつ高温・高圧条件で行われる反応条件下で高い選択性を有するゼオライト膜の開発

に成功した。また、膜反応器を用いた場合、従来型反応器と比較して高い収率で目的成分を

得られることを実験的に示した。 

 本研究成果の一部は論文誌(Ind. Eng. Chem. Res.)に掲載された。 
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５． 研究活動の課題と展望 

2050 年にカーボンニュートラル社会を実現するため、化学工学分野における学術とプロセスの

創成を引き続き目指す。新規 CO2 資源化プロセスや実廃プラスチックのケミカルリサイクルを

実現する触媒分解プロセスの開拓にさらに注力して研究を推進する。 

 


